
34

四
〇
周
年
記
念
事
業
検
討
専
門
部
会四

〇
周
年
記
念
事
業
検
討
専
門
部
会
委
員
長　

田
中
新
正

「
記
録
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」

学
会
設
立
四
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て

　

こ
の
原
稿
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
る

中
で
書
い
て
い
ま
す
︒
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
に
関
す
る
問
題
に
対
し
て
︑
本

学
会
が
ど
の
様
な
対
応
を
取
っ
た
か
記
録

を
残
す
こ
と
は
将
来
の
学
会
活
動
の
た
め

に
も
重
要
で
す
︒
感
染
者
の
治
療
は
医
療

が
中
心
と
な
り
ま
す
が
︑
そ
れ
と
同
時
に

心
理
的
支
援
も
非
常
に
大
切
で
す
︒

　

例
え
ば
︑﹁
感
染
者
︑
医
療
従
事
者
と

そ
の
家
族
な
ど
の
不
安
や
精
神
的
ス
ト
レ

ス
﹂﹁
感
染
者
へ
の
偏
見
︑
差
別
︑
イ
ジ

メ
問
題
な
ど
﹂﹁
長
期
間
の
休
校
に
よ
る

児
童
生
徒
へ
の
影
響
﹂﹁
外
出
自
粛
や
休

業
要
請
に
よ
る
精
神
的
ス
ト
レ
ス
﹂
等
へ

の
心
理
的
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

東
日
本
大
震
災
の
時
も
︑
被
災
者
を
は

じ
め
︑
救
援
者
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
や
放

射
能
汚
染
に
関
す
る
差
別
や
イ
ジ
メ
が
起

こ
り
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑
震
災
後
一
〇
年

経
っ
た
現
在
も
︑
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
で
苦

し
ん
で
い
る
方
が
い
ま
す
︒
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
も
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
通
常
の
日
常
生
活
に
戻
っ
た
と
し

て
も
︑
心
理
的
な
問
題
は
か
な
り
長
期
間

継
続
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
︒
本
学

会
で
は
災
害
支
援
検
討
委
員
会
で
︑
三
一

回
︵
二
〇
一
二
年
︶
か
ら
三
八
回
大
会
で

発
表
さ
れ
た
災
害
支
援
に
関
す
る
論
文
一

四
一
件
を
分
類
し
記
録
と
し
て
残
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
︒
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
に
関
す
る
学
会
の
活
動
と
研
究
報

告
に
つ
い
て
も
︑
正
確
な
記
録
を
残
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

四
〇
年
の
歩
み

一
九
八
二
年
三
月
二
二
日　

日
本
心
理
臨

床
学
会
と
し
て
発
足

﹁
心
理
臨
床
科
学
の
進
歩
と
︑
会
員
の
資

質
向
上
︑
身
分
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
﹂

同
年
第
一
回
大
会
開
催
：
会
員
数
一
二
七

七
名
︵
大
会
参
加
者
数
七
五
七
名
︶

第
一
〇
会
大
会
：
会
員
数
四
四
八
七
名

︵
大
会
参
加
者
数
二
五
六
二
名
︶

心

学

理

会

臨

か

床

ら
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心

学

理

会

臨

か

床

ら

第
二
〇
会
大
会
：
会
員
数
一
万
七
九
一
名

︵
大
会
参
加
者
数
六
〇
九
八
名
︶

第
三
〇
会
大
会
：
会
員
数
二
万
四
二
三
六

名
︵
大
会
参
加
者
数
五
八
六
六
名
︶ 

昨
年
第
三
八
回
大
会
：
会
員
数
二
万
九
六

〇
六
名
︵
大
会
参
加
者
数
七
四
七
九
名
︶ 

　

右
図
の
よ
う
に
第
二
五
回
大
会
頃
ま
で

は
︑
会
員
の
約
半
数
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
︒
第
三
〇
回
大
会
は
東
日
本
大
震
災
︑

第
三
五
回
大
会
は
熊
本
・
大
分
の
地
震
災

害
等
の
た
め
︑
参
加
者
が
大
幅
に
減
少
し

ま
し
た
︒
昨
年
の
第
三
八
回
大
会
は
第
一

回
公
認
心
理
師
試
験
の
た
め
急
遽
開
催
日

程
が
六
月
に
変
更
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
で

参
加
者
が
減
少
し
ま
し
た
︒

　

現
在
︑
会
員
数
は
二
〇
二
〇
年
三
月
末

で
二
万
九
七
〇
五
名
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

今
年
の
第
三
九
回
大
会
は
八
月
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
︑
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る

開
催
と
な
り
ま
し
た
︒
初
め
て
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

大
会
に
向
け
て
︑
開
催
方
法
等
に
つ
い
て

現
在
検
討
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

二
〇
〇
八
年
か
ら
本
広
報
誌
﹃
心
理
臨

床
の
広
場
﹄
を
年
二
冊
発
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
︒

　

二
〇
〇
九
︵
平
成
二
一
︶
年
四
月
一
日　

一
般
社
団
法
人
と
な
る
︵
定
款　

目
的　

第
三
条
の
一
部
︶

﹁
心
理
臨
床
学
に
関
す
る
研
究
︑
調
査
及

び
普
及
啓
発
等
の
各
種
事
業
を
行
い
︑
心

理
臨
床
学
の
健
全
な
発
展
と
国
民
の
心
の

健
康
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
﹂こ

の
一
〇
年
間
の
主
な
社
会
状
況
と
事

業
活
動

◦
二
〇
一
一
年
：
東
日
本
大
震
災
心
理
支

援
セ
ン
タ
ー
開
設
︵
日
本
臨
床
心
理
士

会
︑
日
本
臨
床
心
理
士
認
定
協
会
と
合

同
︶︑﹁
心
理
臨
床
学
事
典
﹂
発
行

◦
二
〇
一
三
年
：﹁
心
理
臨
床
学
研
究
﹂

大
学
図
書
館
の
開
架
化
︑
学
会
誌
掲
載

論
文
の
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
掲
載

◦
二
〇
一
四
年
：
英
語
論
文
雑
誌
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﹂
発
行

◦
二
〇
一
五
年
：
国
家
資
格
﹁
公
認
心
理

師
法
﹂
成
立

◦
二
〇
一
六
年
：
熊
本
・
大
分
を
震
源
と

し
た
災
害
支
援
︑
大
会
論
文
集
の
電
子

デ
ー
タ
化

◦
二
〇
一
七
年
：
若
手
の
会
発
足
︑
九
州

北
部
豪
雨
災
害
支
援

◦
二
〇
一
八
年
：
災
害
発
生
時
初
期
資
金

援
助
制
度
戧
設

◦
二
〇
一
九
年
：﹁
公
認
心
理
師
﹂
の
誕

生
◦
二
〇
二
〇
年
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

に
よ
り
第
三
九
回
は
急
遽
Ｗ
Ｅ
Ｂ
大
会

と
し
て
開
催

四
〇
周
年
記
念
事
業
検
討
専
門
部
会
設

置
目
的   

　

今
後
の
本
学
会
活
動
を
検
討
す
る
た
め

に
本
委
員
会
を
設
置
し
︑
以
下
の
よ
う
な

事
業
計
画
を
企
画
し
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
︒

　【
記
念
事
業
の
計
画
に
つ
い
て
】

◦
四
〇
周
年
記
念
誌
の
発
行
：
三
〇
周
年

記
念
後
の
一
〇
年
間
の
活
動
記
録 

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
﹁
先
人
に
訊
ね
る
日

本
の
心
理
臨
床
学
史
﹂︑
会
員
動
向
調

査　
◦
第
四
〇
回
大
会
で
は
講
演
に
替
わ
る

﹁
心
理
面
接
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
﹂
を
企
画  

◦
記
念
式
典
︑
記
念
祝
賀
会
の
開
催

五
〇
周
年
に
向
け
て
の
課
題

　

古
事
記
の
序
文
に
﹁
稽け
い

古こ

照し
ょ
う

今こ
ん

﹂
と

い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
︒﹁
古
い
に
し
えを

稽か
ん
がえ

今

に
照
ら
す
﹂
と
い
う
意
味
で
す
︒﹁
稽
古
﹂

の
稽
え
る
と
は
︑
対
象
を
観
察
す
る
だ
け

で
な
く
積
極
的
に
交
わ
っ
て
︑
比
べ
︑
調

べ
て
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
で
す
︒
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
︑
学
会

活
動
や
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
新
た

な
試
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
学
会
活

動
：
学
術
大
会
や
講
演
会
︑
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
つ
い
て
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
や
録
画
の
公

開
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
す
︒
会
議

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
︑
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る

開
催
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
︒
学

術
団
体
と
し
て
︑
研
究
成
果
の
情
報
発
信

と
共
に
︑
心
理
臨
床
の
実
践
活
動
に
ど
の

様
な
貢
献
が
出
来
る
の
か
に
つ
い
て
も
再

検
討
が
必
要
で
す
︒

　

ま
た
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
問
題

を
は
じ
め
︑
海
外
と
の
連
携
な
く
し
て
は

解
決
が
困
難
な
問
題
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
状
況
に
お
い
て
は
︑
心
理
臨
床
研
究

に
関
し
て
も
国
際
交
流
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
︒
本
学
会
に
お
い
て
も
さ
ら

な
る
国
際
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
︒




